
■交通機関のご案内
　東京メトロ半蔵門線・都営新宿線・都営三田線
　　　　　　神保町駅（出口A1）

日　時　　10月21日（土）
全体会　　12：30～ 14：30
記念講演　13：00～ 14：30
分科会　　15：00～ 16：45
会　場 日本教育会館8階

2023年度東京教組教育研究集会

主催／東京教組
　　　東京都千代田区一ツ橋2－6－2／ 03-5276-1311

いのちの感受性 2023
記念講演講師 落合 恵子 さん（作家）

2023年度東京教組教育研究集会

【落合 恵子 さん　プロフィール】
1945 年生まれ。作家。子どもの本の専門店「クレヨンハウス」と女性の本の専門店「ミズ・
クレヨンハウス」、オーガニックレストラン等を東京と大阪で主宰。
総合幼児教育誌『月刊クーヨン』、オーガニックマガジン『いいね』発行人。
著書に、『明るい覚悟　こんな時代に』『母に歌う子守唄　介護、そして見送ったあとに』
『老いることはいやですか？』（朝日新聞出版）、
『わたしはわたしになっていく』（東京新聞出版）、『おとなの始末』（集英社新書）、
『泣きかたをわすれていた』（河出書房新社）、『偶然の家族』（東京新聞出版）。
最新刊は『わたしたち』（河出書房新社）。他に絵本の翻訳なども多数。
NHKラジオの『落合恵子の絵本の時間』『夜の栞』構成と語り　15年目突入。
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【鍛治 克哉 さん　プロフィール】
1984 年生まれ。700 グラムの未熟児で生まれ、生後７か月で脳性まひと診断される。肢体不自由施設「豊中市立しいのみ学園」入園、豊中
市立東豊中小学校（2年生より手動車椅子）、同市立第十五中学校、大阪府桜塚高等学校定時制へと進学し（高校進学と同時に電動車椅子）、
2003 年 11 月より CIL 豊中で活動後、2010 年 4月末に退社し同年 6月より西宮で自立生活を始める。
障害者相談支援や海外支援（モンゴル、ネパール、ボリビア、ベトナムなど）に携わる。最近は障害者の自立生活運動を行ってきた中で、「障
害者に対する差別や偏見、間違った先入観は、小さい頃から分けられている環境が生み出しているのではないか？教育の仕組みにアプローチ
しなければ、世の中の障害者差別がなくならないんじゃないか？」と思い活動している。
　また、全国自立生活センター協議会（JIL）内にある「インクルーシブ教育プロジェクト」にも入り、全国的なネットワークを作りながら
自立生活運動を行っている。
そして、2019 年にダスキン障害者リーダー育成海外研修派遣事業に合格し、障害児教育の先進地域と言われているイタリアに渡航予定である。

東京「障害」児教育分科会

講師／鍛治 克哉 さん
自立生活センターメインストリーム協会（兵庫県西宮市）スタッフ

東京「障害」児教育分科会

日　時 10月 14日（土）
会　場 ラポール日教済
全体会 13：30～ 14：30
分科会 14：45～ 16：30

東京教組・都障労組　共催
■交通機関のご案内
　東京メトロ　東西線神楽坂駅（出口2）
　　　　　　　有楽町線江戸川橋駅（出口2）


